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令和３年度 千葉市病院局経営改善支援業務（費用削減等支援） 仕様書 

 

１ 委託業務の名称 

令和３年度 千葉市病院局経営改善支援業務（費用削減等支援）（以下「業務」という。） 

 

２ 業務の目的 

新型コロナウィルス感染症の影響により悪化した医業収支を改善するため、専門的な知識や実績を有

する事業者に、主に費用削減を行う経営改善支援業務を委託するものである。 

 

３ 委託期間 

令和３年４月１日から令和４年３月３１日までとする。 

 

４ 実施場所・履行場所 

業務の実施場所は、市立青葉病院（千葉市中央区青葉町１２７３番地２)、市立海浜病院（千葉市美浜

区磯辺３丁目３１番１号）及び経営企画課（千葉市中央区千葉港２－１）とする。 

 

５ 業務内容 

（１）薬品費削減の取組み 

・青葉病院（及び経営企画課）を中心に、交渉戦略提言、他病院の値引き率などの情報提供、院内調整

業務、対外折衝業務などの薬品費削減施策の実行支援を行うこと。 

（２）診療材料費削減の取組み 

  ・青葉病院（及び経営企画課）を中心に、交渉戦略提言、院内調整業務、診療材料委員会への参加及び

内容充実化、対外折衝業務、他病院交渉事例紹介などの診療材料費削減施策の実行支援を行うこと。 

（３）委託費適正化の取組み 

・青葉病院を中心に、委託費適正化施策提言、院内調整業務、対外折衝業務、適正化モニタリング業務

などの委託費適正化の実行支援を行うこと。 

（４）費用削減にかかる人材育成 

  ・両市立病院を含む病院局職員を対象とした研修会を開催するなど、薬品費削減、診療材料費削減、

委託費適正化などの経営改善に向けた職員の意識改革や経営改善スキルの向上を図ること。 

（５）その他必要な助言・実行支援等 

  ・その他必要に応じて、委託料の範囲内で経営改善に関わる必要な助言・実行支援などを行うこと。 

（６）報告業務 

・毎月末時点の業務の進捗状況を記載した「月次進捗状況報告書」を作成・提出を行うこと。 

・年度末に、業務の達成状況について、「委託業務完了報告書」を作成すること。その際に、個別の

取組みの改善効果額等の成果を明示すること。 

・業務に関する会議やヒアリングを実施した際、発注者の指示があった場合は議事録を作成するこ

と。 
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６ 実施体制 

受注者は、業務の実施にあたり必要な専門的知識・経験を有する従業員を、主担当として配置するこ

と。 

 

７ 委託業務の成果物 

  ・月次進捗状況報告書 

・委託業務完了報告書 

 

８ 費用負担 

業務に必要な器材、消耗品及び旅費等の業務に伴い必要な費用は、全て受注者の負担とする。 

 

９ 特記事項 

（１）施設・物品及びデータの利用等 

・発注者は、その施設、設備及び備品等並びに保有する情報・データについて、受注者の業務遂行上必

要な範囲内で受注者に貸与し又はその使用を許可する。 

・受注者は、発注者に帰属する業務の遂行に必要な資料・データ等を使用する場合、適正な管理を行う

こと。 

・受注者は、発注者が貸与した備品・資料等を業務完了後速やかに発注者に返還しなければならない。 

（２）成果物等の帰属 

  ・成果物及び業務の過程で受注者が作成した文書等（本仕様書において「成果物等」という。）に関す

る一切の権利は、千葉市に帰属する。 

  ・成果物等の第三者への提供や内容の転載については、発注者の同意を必要とする。 

（３）守秘義務 

  ・受注者は、業務の遂行上知り得た秘密（個人情報を含む）を、他に漏らしてはならない。また契約終

了後においても同様とする。 

（４）名札の着用 

・受注者は、「実施場所・履行場所」においては、名札を常に着用すること。 

（５）予防接種 

・受注者は、病院等の現場業務に直接携わる従業員に下記の予防接種※を受けさせるよう啓発すること。

予防接種等にかかる費用については、受注者の負担とする。 

ア ＩＧＲＡ検査（結核感染）・抗体価検査（水痘・風疹・麻しん・おたふく風邪）を実施し、上記

検査の結果、十分な免疫がない場合（抗体価の値により）は予防接種を行うこと。 

イ インフルエンザワクチン接種を行うこと。 

ウ 新型コロナウィルス感染症ワクチン接種を行うこと。 

・従業員の抗体価検査結果又は予防接種の実施状況の報告を受注者に求める場合がある。 

（６）その他必要な事項 

・その他業務を遂行するにあたって必要な事項については、随時、両者の協議の上で決定する。 


